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ブラジル中央銀行は22日、一段の通貨レアル安を阻止するために、年末にかけて600億米ドル（約5兆
9,400億円）規模の為替介入策に乗り出すと発表し、翌23日に介入を始めました。
対米ドルで約4年8ヶ月ぶりの安値圏にある通貨レアルを防衛し、輸入物価の上昇によるインフレの加速を
抑える態度を明確にしてきました。

通貨レアルは、米国のＱＥ（量的緩和策）縮小の観測が強まってきた5月以降、他の新興国通貨と同様に
下落基調を強めていました。21日には1米ドル＝2.454レアルと2008年12月以来のレアル安水準まで下落
し、5月以降の下落率は約17％となりました。最近のレアル下落を受け、中央銀行は度重なる介入を行っ

てきましたが、中央銀行と政府のレアル安に対する足並みがそろわなかったこと等から、更なるレアル安
を招いてきました。今回の措置により、確固たるレアル安を阻止する中銀の意図が明確に伝わり、23日に
はレアルが対米ドル、対円で反発しています。

なお、ブラジルでは8月27-28日にブラジル中央銀行が金融政策委員会を開催します。足元、中央銀行が

レアル安に神経を尖らせている理由は、物価上昇への懸念があるためです。消費者物価指数（ＩＰＣＡ）は
7月時点で6.27％と、中銀が目標としている6.5％近辺で高止まりしています。ブラジル経済の低迷が懸念

される中、物価上昇の加速は消費者マインドを低下させ、経済へ更なる悪影響を及ぼすと考えられます。
仮に、27-28日の金融政策委員会で自国通貨防衛への確固たる意思が確認されれば、対米ドルでは相対

的に高い金利水準などもあいまって、通貨の下支えになると思われます。また、対円でも、中長期的に
日銀の金融緩和政策から円安傾向を辿ると考えられ、レアルは底堅く推移すると考えられます。

【政策金利と消費者物価指数（ＩＰＣＡ）】 【ブラジルレアルの推移（対円、対ドル）】
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当資料中の運用実績に関する数値、グラフ等は、すべて過去のものであり、将来の運用成果を保証するものではありません。
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